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Lesson 7.生命表

§B. 現代生命表

現代生命表

• 人口集団の死亡経験を一定の時点ごとに
記載したもの

• 人口動態統計においては、現代生命表は
ある特定の暦年で観察された年齢別死亡
率により組み立てられる。

現代生命表（続き）

• ある特定の暦年での年齢別死亡率からす
べての年齢の死亡経験の「断片」が得られ
る。

• 観察された年齢別死亡率は人工的あるい
は仮説的コゥホートの死亡経験を予測する
のに用いられる。
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現代生命表（続き）

• 完全生命表は１歳間隔を基としている。
–人口統計では国勢調査年（5年毎）の人口動
態統計（確定数）と国勢調査人口を用いる。

• 簡易生命表は多年齢間隔（しばしば間隔
は多様）を基としている。

–人口統計では毎年の人口動態統計（概数）と
推計人口を用いる。

現代生命表
仮定条件

• ひとつの年齢区分内での死亡は一様に
起こる。（将来にわたって死亡状況が同
じ）

• ある年齢区分内で死亡した各人は、平
均して、その区分の半分は生きる。

現代生命表
仮定条件（続き）

• 末端調整 End adjustment
１歳未満で死亡した乳幼児は平均して10分
の1年生きる。
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現代生命表
構成要素の定義

• まず最初に年齢別死亡率を得る。（m）
nmx = 年齢 x から x＋n 間で観察された年
間死亡率

• それから、各年齢区間内での死亡割合（q）
を算定する。

現代生命表
構成要素の定義（続き）

• q と m との関係

• q は0 から 1 の間の値をとる。
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現代生命表
構成要素の定義（続き）

• nqx = x＋n歳に達する前に死亡した x歳
の個体の割合

• npx = x＋n歳まで生きている x歳の個体
の割合

= 1－ nqx
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現代生命表
構成要素の定義（続き）

• l0 = 開始時点での生存数（基数 radix）（通
常は100,000）

• lx = x歳における生存数；その年齢区間に
参入する個体数

• ndx = x＋n歳になる前に死亡した x歳の
個体数

現代生命表
構成要素の定義（続き）

• nLx = x 歳から x＋n 歳の区間の人口集団
についての生存年数

• nTx = x歳までに生き残っていた者につい
てのその後の生存年数の総計

現代生命表
構成要素の定義（続き）

• e˚x = x歳までに生き残っていた個体のそ
の後の平均生存年数；年齢区間 x歳にお
ける平均余命（life expectancy）と呼ばれて
いる
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現代生命表
構成要素の定義（続き）

• もし、x歳から x＋n歳の間に死亡した者が
n／2年生きたと仮定したら、

xnxxn dnlnL ×−×=
2

現代生命表
構成要素の定義（続き）

xnnxxn dnlnL ×+×= +
2
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2

nxxnx llnln ++ −+×=
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2

nxx lln
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= n×区間中央人口

現代生命表
構成要素の定義（続き）

さらに、これらの定義から以下が導き出さ
れる

この生命表の人口集団の粗死亡率は

nxxnx TLT ++=
x
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完全現代生命表

• 完全現代生命表は１歳区間を基本とし
ている。

• 次のスライドから示す完全現代生命表
の構築例は、１歳区間で表す必要から
寿命が短い動物での例示である。（人
間ではより大きな表となる。）

完全現代生命表の構築
与えられた年齢別死亡率

2.000４

0.222３

0.222２

0.222１

0.286０

mx年齢 x

区間内死亡割合

• q、つまり各年齢区間内における死亡割合
は以下の式で計算できる。

x

x
x

m
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+

=
2
2

例えば、年齢 0 歳では

25.0
286.02
286.02

0 ≈
+
×

=q
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区間内死亡数

• d、つまり各年齢区間内における死亡数は
以下の式で計算できる。

• 次の年齢区間の開始時の生存者（個体）
数は以下の式で計算できる。

xxx lqd ×=

xxx dll −=+ 1

完全現代生命表の構築（続き）

384

96

120

150

250

dx

480－96 = 3841.004 - 5

600－120 = 4800.203 - 4

750－150 = 6000.202 - 3

1000－250 = 7500.201 - 2

10000.250 - 1

lxqx年齢群

区間内での生存人年

875
2

7501000
2
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0 =
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=
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600750
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+
=

+
=

llL

（以下同様に計算する）

または公式を用いると

xxx dlL
2
1

−=
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完全現代生命表の構築（続き）

192

432

540

675

875

Lx

3843841.004 - 5

964800.203 - 4

1206000.202 - 3

1507500.201 - 2

25010000.250 - 1

dxlxqx年齢群

x 歳を超しての総生存人年

Tx = Lx + Lx+1 + ･････

= Lx + Tx+1

x 歳を超しての総生存人年（続き）

T4 =     L4 =    192
T3 = L3 + T4 =  432 +   192 =   624
T2 = L2 + T3 =  540 +   624 = 1164
T1 = L1 + T2 =  675 + 1164 = 1839
T0 = L0 + T1 =  875 + 1839 = 2714
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完全現代生命表の構築（続き）

1921923843841.004 - 5

624432964800.203 - 4

11645401206000.202 - 3

18396751507500.201 - 2

27148752501000 0.250 - 1

TxLxdxlxqx年齢群

x 歳における平均余命

71.2
1000
2714

0

0
===

l
Te˚0

e˚1 45.2
750

1839
1

1
===

l
T

e˚2 94.1
600

1164
2

2
===

l
T

（以下同様に計算する）

完全現代生命表の全構成要素

192

624

1164

1839

2714

Tx

0.501923843841.004 - 5

1.30432964800.203 - 4

1.945401206000.202 - 3

2.456751507500.201 - 2

2.718752501000 0.250 - 1

e˚xLxdxlxqx年齢群
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生命表から求められるもの

• 誕生時の平均余命（平均寿命）
2.71 歳

• 粗死亡率
1000/2714 = 0.369 
= 100動物年当たり36.9匹
（この例は人間でないのに注意）

• 3歳までに生存する個体数
480

生命表から求められるもの（続き）

• 2 から 3 歳までの生存年数
540 動物年

• その時の個体数
600

• 2 歳まで生存する個体がさらに生きる平均
年数

1.94 年

人間の場合

• もしこれが人間の人口集団としたら、最初
の1年間で行う仮定条件は？
末端調整 End adjustment

• もし末端調整を想定したら、生命表のどの
構成要素が変化するか？

L0、T0、e˚0
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簡易現代生命表

• 簡易現代生命表は複数年齢区間を基
本としている。

• 次のスライドから示す簡易現代生命表
の構築例は人間の人口集団での例示
である。

簡易現代生命表の構築

• 年齢別死亡率から始める。
• 次の年齢区分に達する前に死亡した

x歳の者の割合、qxを計算する。

• 生命表に参入させる人数、基数 l0を
確定する。

簡易現代生命表
（アルジェリア、1982男性）

0.0513317,91434965 +

0.0118714,7101,23940 – 65

0.0030511,0173,61415 – 40

0.001624,6762,8345 – 15

0.0343061,6451,7970 – 5

死亡率

nmx
死亡数

人口

（千人）
年齢区分
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簡易現代生命表（続き）

• 1982年の年齢別死亡率は各年齢区間内
での死亡割合 qを算出するのに用いられ
る。

• 基数として 100,000 を選ぶ。

簡易現代生命表（続き）
各年齢区間内での死亡割合

1.0000002565 +

0.2584092540 – 65

0.0734502515 – 40

0.016070105 – 15

0.15795550 – 5

nqx年齢間隔年齢区分

簡易現代生命表（続き）

• 生存者－年齢区分内の死亡数
＝次の年齢区分の開始時点での生存者数

• lx－nqx×lx＝lx－ndx＝lx+1

• l0－5q0×l0＝l0－5d0

＝100,000－0.157955×100,000
＝100,000－15,796＝84,204＝l5

• l15＝84,204－1,353＝82,851＝l40



疫学概論 現代生命表

S.Harano,MD,PhD,MPH 13

簡易現代生命表（続き）

56,92956,9291.0000002565 +

19,83776,7660.2584092540 – 65

6,08582,8510.0734502515 – 40

1,35384,2040.016070105 – 15

15,796100,0000.15795550 – 5

ndxlxnqx間隔年齢区分

年齢毎の生存者数のグラフ

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

0 10 20 30 40 50 60 70

年齢

生
存
者
数

簡易現代生命表（続き）

• 誕生から 5 歳までの間の生存人年

2
)(5 50

05
llL +×

=

510,460
2

)204,84000,100(5
=

+×
=
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簡易現代生命表（続き）

56,929

19,837

6,085

1,353

15,796

ndx

711,61256,9291.0000002565 +

1,665,56276,7660.2584092540 – 65

1,995,21282,8510.0734502515 – 40

835,27584,2040.016070105 – 15

460,510100,0000.15795550 – 5

nLxlxnqx間隔年齢

各年齢区間内での生存人年

簡易現代生命表（続き）

• 誕生時の平均余命（平均寿命）

T0 = L65 + L40 + L15 + L5 + L0

= 5,668,171

e˚0 = 7.56
000,100
171,668,5

0

0
==

L
T

簡易現代生命表（続き）

• 65 歳時の平均余命

T65 = L65 = 711,612

e˚65 = 5.12
929,56
612,711

65

65
==

L
T
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簡易現代生命表（続き）
人年と平均余命

12.5711,612711,61265 +

31.02,377,1741,665,56240 – 65

52.84,372,3861,995,21215 – 40

61.85,207,661835,2755 – 15

56.75,668,171460,5100 – 5

e˚xTxnLx年齢

簡易現代生命表（続き）

• この人口集団の誕生時における平
均余命、つまり平均寿命は 56.7 年
である。

• 65 歳時の平均余命は 12.5 年である。
つまり、65歳まで生きた者はあと平
均して 77.5歳まで生存する。

簡易現代生命表
全構成要素

711,612

2,377,174

4,372,386

5,207,661

5,668,171

Tx

711,612

1,665,562

1,995,212

835,275

460,510

nLx

56,929

19,837

6,085

1,353

15,796

ndx

12.556,9291.0000002565 +

31.076,7660.2584092540–65

52.882,8510.0734502515–40

61.884,2040.016070105–15

56.7100,0000.15795550–5

e˚xlxnqx間隔年齢



疫学概論 現代生命表

S.Harano,MD,PhD,MPH 16

簡易現代生命表（続き）

• 40歳での生存割合は 76.8％である。
• 年齢区間 40～65歳以内での死亡割合
は25.8％である。

• この人口集団における総生存人年は
5,668,171 人年である。

簡易現代生命表（続き）

• 粗死亡率は

= 0.0176 = 1,000人年あたり17.6

（人年）

（死亡）

171,668,5
000,100

0

0
=

T
l


